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　　　（内訳）　人文学部（38 人），人間発達科学部（15 人），経済学部（14 人），理学部（10 人），




















　　教職員　　　　　　 4 人  合計：39 人
　
　＜実施日・見学場所＞




















年度は 2 回とも案内していただくことができた。参加者数は , 平日であればその時の大学の授業関係，







2017 年 5 月 13 日㈯ ( 富山市民俗民芸村にて )













　　　2017 年 4 月 26 日（水）15:30 ～ 17:30 Welcome Party 参加人数：42 人
　　　2017 年 6 月 28 日（水）15:30 ～ 17:30 Farewell Party 参加人数：49 人
　　　2017 年 10 月 25 日（水）15:30 ～ 18:00  Welcome Party 参加人数：38 人







国際交流行事 期日 主催団体 内容
ルンビニ園児との田植え体験 6 月 10 日（土） 富山ライオンズクラブ 参加
遠足　石川県羽咋市 6 月 11 日（日） 富山市民国際交流協会　 参加
カンボジア国研修生との交流行事 8 月 31 日（木） 富山県カンボジア協会 参加
ルンビニ園児との稲刈り体験 10 月 21 日（土） 富山ライオンズクラブ 参加
国際フェスティバル 11 月 12 日（日） 富山市民国際交流協会 参加























　　学部生： 25 人（五福 23 人，高岡 2 人（うち 6 人は非正規生））












　また，2017 年 4 月 26 日 ( 水 )16:30 ～ 15:30，国際交流センター２Ｆ講義室において，来日が遅れた
留学生を含む新規来日留学生 ( 非正規生 ) を対象とするオリエンテーションも別途行なった。
　[ 後期 ]
　＜実施日時・場所＞
　　日時：2017 年 10 月 18 日（水）16:30 ～部局ごとに終了
　　場所：（五福）共通教育棟Ｄ 11 番教室
　　　　　（杉谷） 看護学科研究棟 11 教室
　＜参加者＞
　　学部生：　36 人（五福 35 人，杉谷 1 人（うち 34 人は非正規生））














催の夏季セミナーを 2 回開催し海外への留学の啓蒙をはかったが，その実績を踏まえ，2016 年度に続




　（2017 年度前期）　　8 名 内訳 : 人発⑶，経済⑴，人文⑶，工⑴ 
　（2017 年度後期）　 11 名 内訳 : 経済⑺，人文⑶，理⑴
(2) 人間発達科学部の専門科目「国際交流活動論」








　（2017 年度前期） 20 名 全員が人発の学生であった。 
　　　　　　　　　　　学年内訳：4 年生 (1)，3 年生 (5)，2 年生 (14)
(2)-2 人間発達科学部「国際交流活動論」特別講義





　日時：7 月 25 日 ( 火 )8:45 ～ 10:15
　場所：人間発達科学部３棟４階４３２教室
　ゲストスピーカー： Miss Tatyana V. Avilova　タチアナ・アビロバさん









　また，冒頭に述べたが，1999 年 4 月に設置された富山大学の留学生センターが発展的に解消し，
2013 年 10 月に国際交流センターと名称を変え，従来の外国人留学生に対する日本語 ･ 日本事情教育，
修学上および生活上の指導助言などを行うという役割だけでなく，さらには外国人留学生と日本人学
生との交流，地域との交流，富山大学の学生の海外への送り出しなど，その課される役割は大きく拡
大した意味合いを持つように位置付けられた。さらには 2018 年度の次の改革も練られているようであ
る。今後のセンターに課せられたミッションは大変重いと言えるが，それと同時に，その役割を果た
すための課題も浮き彫りとなって来ている。国際交流センターは何をするように期待されており，ど
のようにそれを行なっていくか，出来ることはどのようなことか等を今一度整理する必要があるので
はないだろうか。そして，専任教員５人という布陣は留学生センターの時からまったく変わっておらず , 
この人材で限られた予算等と向き合いながら，役割や業務についての全学的な認識に基づき，努力を
していくのみである。
